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2 Ma－9 パンティストッキング布の圧縮特性に関する研究

　　　奈良女大生活環境　○瀬戸致子　中山靖子　諸岡英雄
　　　富山大教育　　　　　諸岡晴美

被　　服

　【目的】パンティストッキング（以下PSとする）着m中にはかゆみや痛みといった不快
感が生じる場合がある．このような不快感はＰＳ布が皮膚に与える物理的な刺激が主要因

となっていることが考えられる．そこで本報では，物理的刺激要因のひとつとしてＰＳ布
の圧縮特性を取り上げ，伸長状態の相違による圧縮特性への影響，および実際に着用中の

PSの圧縮特性について検討する.

　【方法】試料は交編サポートタイプ２種，ソッキサポート・シアー・ウーリー・コンジュ
ゲートタイプ各１種の計６種とした．伸長状態と圧縮特性との関連は，円筒モデル実験か

ら検討した．太さの異なる３本の建築用円筒を用いて，ヴェール・コース方向に伸長状態
の異なる供用試料を作製した．着用中のPS布の圧縮特性では，脚長・脚部周径ともにほ
ぼ同じくらいの健康な女子大学生３人に試料PSを着装させ，大腿部，ひざ部，下腿部，

足首部の前面，外側面，後面，内側面にあたる部分を切り取り，供用試料とした．これを

立位，階段歩行，椅座位の３動作時において作製した．圧縮特性の測定はKES－FB 3

を用いた.
　【結果】円筒モデル実験では，伸長増加に伴い圧縮エネルギーＷＣと厚さＴＯの減少が顕
著に見られた．試料別では，シアー・コンジュゲートタイプのＷＣ，ＴＯの値が高かった．

人体着用実験においては，立位時, we, TOの値はそれぞれ0.010～0.045gf・cm／cm,

0.181～0.454nimの範囲にあり, we, TOともにひざ部で高い値が得られた．動作時の
ひざ部では，前面の値は減少し，後面の値は増加する傾向が見られた．
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　　　布の保温性評価方法, JIS L 1096, に関する一考察

　　　香川大教育　○鎌田佳伸　山下智恵子

　JIS L 1096で規定されている布の保温性の試験・評価方法には大別して２通り
ある。　１つは恒温法と呼ばれ定常状態で測定されるもので，他の１つは冷却法と

呼ばれ非定常状態で行われる方法である。さらに、冷却法は、①温度差による場合（所定

の経過時間による）と、②時間による場合（所定の温度降下に要する）とに分類されてい
る。これらの保温率評価方法の差異について検討するととが本報の目的である。

　方法：　ある環境中で一様に冷却している物体の温度∂　は、ニュートンの冷却則を適用
　-して次式で与えられる。

　　　　　　　d =（∂,-∂n)exp(-t／K）+ do　　　　　　　(1）
ここで、K(≡Ｃ／Ｈ）は時定数、doは環境温度、∂＼は初期（時間t＝0)温度、Ｃ　とＳはそ

れぞれ物体の熱容量と表面積、そしてＨは物体表面から環境への熱伝達率である。　上記
JISの3種の保温率を式１を用いて検討する。

がって、恒温法と冷却法②とは同じ評価基準であるが、冷却法①はそれらと異なる。また、

恒温法及び冷却法②の場合には与えられた条件下で保温率は一定値をとるが、冷却法①の

場合には時定数のみならず測定時間（所定の経過時間. to）も含まれているので、保温
率が測定時間によって変わる評価となっている。

保温率{%) ＝ XI〔X〕（2).　保温率{%) = １－
[I － exp(－t。／Kf)]
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